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ABSTRACT
英語の楽曲(以下 「洋楽」)を使用した授業が近年、特に1990年代に高
校のカリキュラムにオーラルコミュニケーションが導入されて以来、
日本の中学、高校、大学のレベルを問わず普及を見せている。大学一
年生を対象とした調査1でも、半数以上の学生が大学入学以前に、洋楽
を使用した授業を受けたことがあると回答している。洋楽は、正式な
英語学習が始まる以前から日本語母語話者2が幼児期からもっとも頻
繁に接する英語媒体であるにも係わらず、一部の熱心な教師以外には、
学習の対象としては認知されてこなかった。洋楽の使用した活動は、
単に授業を活性化し、英語学習へ動機づけに役立つだけではなく、音
声認識能力と発音を高める本格的な教授法として認知されるべきであ
る。そして、定期試験等においても音楽の実技試験のようなものを実
施し、評価法を大胆に柔軟化し多様な基準を設けることで、従来の評
価法では、はじかれていた英語学習者を救 う道も開けるだろう。本稿
では、筆者が1990年秋以来12年間、日米の大学や英語学校で実践し
豊富なフィー ドバックを基に改良を繰 り返 してきた、聞き取りから発
声までを含む洋楽を活用した授業活動の手法を紹介する。
11NTRODUCTION
洋楽は、日本人英語学習者にとってもっ とも身近 に存在する英語媒体であ
り、洋画 と同様 に我 々の魂 に直 接訴 えか けて くる。(Ferrasci,Murray&
Someya,1999)その係 わ りは特 に若 い世代 に顕著 で あ る。Kanzaki(1987,
p.3)は若者 と洋楽 の係 わ りについて以下 の ように述べ てい る。
音楽は近頃の若 い人 にとって、生活の一部 になっている、 といって過
言ではないだ ろう。乗 り物に乗れば、す ぐバ ックか らカセ ットを取 り
出しイヤホー ンを耳に差 し込 んで音楽 を聴 き始 める。
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1980年代は、洋楽の再生には、カセットプレーヤーが主流だったが、今 日
ではCDやMDが 主流である。筆者自身 も中学校入学に入学 し英語を習い始
める前から洋楽に親 しんできたが、当時 は、あくまで も音楽 として聞いてい
るのであって歌詞に注意を払っていた記憶 はない。
Kanzaki(1987,p.3)は、 この点 について以下 の ように述 べて いる
学生たちに聴いている歌 の内容を尋ねると、ほ とんどの者がわからな
いと答 える。あれだけ多 くの時間 とエネルギー、それにお金 を費や し
ているのに、意味 もよくわからない歌 をただ空 うに聴いているのは、
いかにもったいない話ではないか。
まった く同感である。1日1分 も英語のテキス トのテープやニュースを聞
かない学生 も、洋楽なら1日10分は聞いている学生 は多いだろう。洋楽鑑賞
は、教師の指示や強制なしで行われる自発的な英語のインプットであり、内
発的な動機づけによる行為である。この習慣 を教室外のインプット供給源 と
して活用 しない手はない。洋楽を授業に取 り入れ、その楽しさを体験 させ、
英語が身近な存在であるということを再認識 させてあげることで、英語学習
の意欲が高 まることが期待される。Kanzaki(1987,p.3)は、 この点 について
以下のように主張している:
英語の理解が深まれば、好きな音楽の楽しさも倍増する。そして音楽
の楽しさが増えれば更に英語の勉強に力が入るというものである。
また、洋楽 の持 つ教材 としての可能 性 をTsuda(2001,p.1)は、以下 の よ う
に教材 としての洋楽 について述べ てい る:
映画 も、歌 も、 ともにテーマを持ち、背後にある文化や時代 を反映し
ています。それぞれが与える感動、影響力は言 うまでもあ りませんが、
英語学習 にとっても多 くの可能性 を秘めた教材だ と言 えるで しょう。
もっ とも身近なはずの洋楽であるが、歌詞の聞き取 りは、あらゆるリスニ
ング活動の中で、実はもっとも聞 き取 りが難 しい英語媒体である。かな り英
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語の成績が良い学習者が知っているはずの簡単な英語の歌詞を聞 き取れない
時に、自己喪失や自己嫌悪に陥っていまう英語学習者が少な くない。(Kumai
&Timson,1999)また、英語圏の滞在経験が豊富な英語上級者(実用英語検
定1級 、TOEIC8603点以上の取得者)にとっても、歌詞の聞 き取 りは、その
音声認識の困難 さにおいて、洋画のさらに上位 に位置づけられ、英語学習の
最終到達レベル と位置づけて もよいだろう。
2=洋楽 を使 用す る7つ の理 由
2-1.もっとも英語学習者に馴染む深い英語媒体
小学校や中学校で英語学習を開始するはるか以前から、多 くの日本語母語
話者が洋楽を耳 にしている事実は見逃せない。洋楽は、一般の日本語母語話
者が日本国内で最初に接する英語媒体であると同時に、意識的 または無意識
のうちに接 している異文化である。Graham(1992,p.43)は、この点を以下の
ように指摘 している:
Musicopensdoors,givinglanguagestudentsagreaterawareness
ofthenewculturetowhichtheyarebeingexposedandasenseof
feelingmoreathomewiththesoundsandrhythmsofthelanguage
theyarelearning.
かな り普及 しているはずの洋楽であるが、 日本語母話者のほとんどは、歌
詞を聞き取れず理解 していないか、または関心がない。それは、洋楽の聞 き
取 りの難解であることよりも、 この英語 との接点が もっとも早 く、 しか もそ
の後 も頻繁で身近な存在である洋楽 とい う媒体 を英語教育界が娯楽媒体 とし
て扱い、教材 として認知 して こなかったためではないだろうか。そのため、
洋楽の歌詞が学校で習 う同じ英語であるという意識が喪失し、本来 メッセー
ジを伝 えている歌詞がただの音響効果の一部 とな り、ギターや ドラム と同じ
楽器音 としてしか認識 されて こなかったのである。確かに、中学、高校の英
語テキス トには、巻末 に英語の歌詞が載せてあるものが多吟が、それはあ く
84 人 文 研 究 第105輯
まで も付録扱いであり、本格的な授業活動 として使われることを期待 されて
はいるようには思われない。この英語教育界の洋楽に対する姿勢について、
Griffee(1986,p.4)は、以下のように述べている:
SongsandmusicareaperennialfeatureoftheTESOLfield.
Seldom,however,doesinterestinthem,translateintoarangeora
bandwagen.
学習者の もっとも身近にあって、 もっ とも親 しみの深い英語学習教材 を宝
の持ち腐れにしてきた と言 える。実際に英語が どのような形態で我々の生活
の中に存在しているか という、根本的な事実に目を背け、視覚中心の英語学
習を続 けるならば、その成果は英語の実情に合わないぼか りか、英語 はアカ
デ ミックな科目として しか認識されな くなり、外発的動機づけがな くなる時
点で英語学習は放棄される。この身近でありながら、授業で軽視され、聞き
取 りが もっとも困難 な洋楽 をある程度聞き取れるように指導し、教室外で学
習の成果が実感できるような環境を作 り上げることは、学校で筆記体 を教え
ることと同様にごく自然なことではないだろうか。
洋楽 は、英語学習を放棄 した者にも、スムーズに英語の学習が進んでいる
進学組 にとっても、英語の生態系の一部 として、大きな存在であり、実際の
英語使用の場においても、受信技能においては鑑賞の形で存在 し、発信技能
においては歌やカラオケという形で実在する。米国に留学 して、英文和訳を
する機会はまった くないかも知れないが、英語の歌詞を口ずさみ、大都市に
は必ずあるカラオケ ・バーで親交を深める機会 はある。 しかし、それは従来
英語教育界 ではまった く想定 していなかった学習者 の言語使用域なのであ
る。現実の英語の使用域 を正確に把i握せずに教養主義に偏重してきた英語教
育界、 とりわ け無関心の現場の教師による不作為(inaction)があった ことは
自明である。
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2-2.授業の レディネスと授業の雰囲気の活性化
大学の1講 義90分間に同じ授業形態や活動が延々 と続 けぼ、学生の注意力
は散漫 にな り、苦痛が生 じる。洋楽の中で も特に映画音楽を活用 している
Maekawa&Dermer(1999,p.1)は、その点 について以下のように回顧 して 、
いる:
私たち自身90分 とい う長丁場の講義で、 リーデ ィング用教材のみに
よって学生の関心を惹 きつけ続けることの難 しさを感 じています。私
たちが採 って方法は、途中の英米の文化 と言葉か ら離れ ることな く、
学生 の興味 をリフレッシュする材料を知的な雑談 として供給すること
で した。そのためには映画音楽は優れた教材でした。
洋楽の数ある効用の中でも、 もっ とも顕著なのは、洋楽に学習者 を楽 しま
せる要素があるという点である。(Graham,1992)それは成果が観察 される
まで時間を要する音声的な恩恵よ りも、学習者 自身にも容易に認識できるも
のである。 よい雰囲気が維持されている状態 は、授業の成功のバロメーター
であ り、それは学習者の表情や態度 に素直に表出する。対照的に、学習者 と
対立 し、加虐的な衝動が教師側に芽生 える事態 はだけは絶対に回避すべきで
ある。
授業開始直前 まで 日本語の世界にどっぷ り浸かっていた学習者の頭 に英語
がすんな り入 るようにするには、授業開始時 に洋楽を聞かせて、 リラックス
させ ると効果的である。大学の1講義 目や3講 義 目の睡魔の時間には特に効
き目がある。すべての英語授業が魚市場のせ りのように活気づ く必要はない
が、授業中の学生の居眠りを放置 し続 けることは、語学の授業では論外であ
る。毅然た る態度で教室内の雰囲気 を室温 と同様 に快適に保たなけれぼなら
ない。
2-3。もっとも困難な聞き取 りの形態
英語の音声認識 の難 しさは以下のように整理できる。洋楽はあらゆる英語
の音のジャンルの中でも、聞き取 りの困難さにおいては、最高位に位置する
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ことに異存はないだろう。
??
?
?
??
?
?」
洋楽の聞 き取 り
洋画の聞 き取 り
ニュースの聞き取 り
講義 の聞 き取 り
対話での聞 き取 り
一般に英会話 ぐらいできたいと考える人の目標 は5の レベルである。一対
一の直接対話では、話 し手が聞き手の反応 を伺いながら話 した り、フォーレ
ナー トークにより、語彙や音声 レベルでさまざまな調整を行 うために、理解
可能 なインプッ ト(comprehensibleinput)カ§確保 される。
洋楽の歌詞の聞 き取 りが困難 を極める最大理由は、語彙的特徴 よりも音声
的特徴 によるものである。Kumai(2002,p.3)は、自らの洋楽を通 じた リスニ
ング学習を以下のように回顧する:
英語の歌によく登場す る音声変化 は実際の日常会話 にもよ く出て くる
ので、ネイテ ィヴ ・スピーカー との会話で相手 の言っていることを理
解するのにとても役 に立 ちました。
この よ うに、洋楽 にお ける音 声 を認識 す る能力(discriminationskill)は、
一般 の会話 の聞 き取 りにも関連 が伺 える。Buck&Axtel1(1986,p.4)は、音
楽 とコ ミュニケー シ ョン能力 の発達 の関係 につ いて以 下 のよ うに説明 してい
る:
Theabilitytodiscriminatefinedifferencesinmusicaltonesisa
skillnecessaryforanypromisingstudentsofvoiceormusical
instruments.Similarly,thedevelopmentoflisteningskillsneces-
sarytodiscriminatebetweennewsoundsinaforeignlanguageis
vitaltothelanguagelearners'progresstowardcommunicative
competence.
彼 らは、この主張を前提 に、沖縄県の高校で音楽を専攻する生徒12名と専
攻 していない生徒8名 を被験者 とし、 ミニマルペアなどの音声の聞き分けや
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多義選択式のディクテーションを行った。その結果、被験者数が実証性 を十
分 に証明する足 りなかった ことを認めつつ、音楽専攻の生徒の方が英語の聞
き取 りが優れていることを確認 した。音楽性 と英語の音声聞 き取 りの間に強
い関連があることを伺わせる実証研究である。'
洋楽の発声は、 日常の対話や独話 と共通点は多いものの、通常観察されな
い音声変化が現れることを忘れてはならない。たいてい曲には、母音の長音
化、語尾の子音のリダクションなどが、 日常の会話 よりも顕著な形で現れ、
発音の特徴、イン トネーション、ピッチ、 リズム も曲ごとに異なる特徴を有
している。 さらに、演奏が伴い聞き取 りが一層困難 になっている。 しかし、
この聞き取 りの難解 さを極める洋楽の音声に慣れることで、 日常会話の音声
変化や聞 き取 りが容易 に感 じるようになると考えられる。最高位 に位置する
洋楽 を聞き取れれば語彙や語用の要素が大 きく影響 を及ぼす場合 を除いて、
音声認識に関する限 り、下位のレベルは容易に感 じるようになるはずである。
リダクションな どの英語の音声変化が もっとも顕在化する洋楽 を通じて整理
してあげると他の媒体の聞き取 りへの応用が効 くと考 える。
2-4.調音様式 と発 音の強化
Brown&Helgesen(1986)は、洋楽 の主要 な効 用(primaryadvantage)は、
語彙 と発音 の発達 だ と述 べ てい る。Miller(2000,p.1)は、洋楽 を使用 した発
音指 導 の効 用 につ いて、"Songsarepedagogicallysoundandmotivating."
"Th
ereisapowerfulconnectionbetweensongsandspeech.""Somesongs
encouragemovementneededtointernalizetherhyt㎞pattersofanew
language."の3点を挙 げてい る。
音 声 の認識 がで きれ ぼ自動 的に発音 も上達 す る とは言い切 れない。音声認
識 は、左脳 のウ ェル ニ ッケ領 域4で行 われ るが、正 しい調 音が で きるよ うにな
るには、 その先 のブ ロー カー領域5、運 動制御領域6、発 声器官 を実際 に稼動
させ る必 要が ある。(図 を参 照)
発音 の強化のた め には、実 際 に発話器官 を使 って発音 す る ことが大切 であ
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る。筆者の授業では、音声認識のための語彙選択や空欄穴埋めのタスク後 に、
テープレコーダーで曲を再生 した り、DVDのカラオケを大画面 に写 し出 し
ながらクラス全体で合唱している。現在多 くの洋楽を活用 した大学用テキス
トが出版されているが、合唱を奨励 しているものは皆無である。 また、それ
らのテキス トや筆者が扱っている洋楽のほとん どが、音楽ジャンルの中でも
聞 きやす く、歌いやすいポップスの部類に入 る。
2-5.会話 フ レーズの紹介 と内在化
誰 で も歌 の一 節 を口ず さむ ことがあ るよ うに、歌詞 は記憶 の中 に留 ま り、
何 かの機会 に想起 され るこ とが あ る。Brown&Helgensen(1986,p.8)は、
洋楽 が長 く学習 者 の記憶 に保持 され る利点 を紹 介 してい る:
Songsaregenerallyacrystalizedformoflanguage;theyhave
specificlyricsthatdon'tchange。Assuch,theycanprovideinter-
estingformatsforgrammaticalorfunctionalpractice.Theyalso
Broca's
Motorcontro1
Lateral(Sylvian)
sulCUS
Heschl's
gyn
Centralsulcus
(ofR.olando)
Sensory
P「occsslng
〆,ノ!芝話
Wemicke's
Angular
gyn1S
Visual
P「oceSSIng
area
図:脳 と言 語 処 理
(Steinberg著『AnIntroductiontoPsycholinguistics』(p.182)より抜 粋)
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seemtobemoreeasilyrememberedtharlmanyotherformsof
discourse.Witnessthelargenumberofstudentswhocanremem-
berthelyricstotheStepehmFoster(orBeatles)tunestheylearned
injuniorhighschooleventhoughtheywouldbehard-pressedto
recallthedialoguesthey"learned"atthesametime.
ただし、洋楽 による会話 フレーズの紹介は、上記の効用か ら比較するとあ
くまで も二次的な ものである。特定のフレーズを教 えるために選曲す るの
は、困難であり、ある曲を授業で使用することになって、歌詞中にたまた ま
使われている表現 を紹介するというのが現実のアプローチである。
対照的 に、特定のフレーズを教 える ことを目的 に、それに音楽 を付 ける
"j
azzchanting"(Graham,1992)にも注目したい。特定の日常会話のフレー
ズ、例 えば、"1'drathernotsay."などにジャズのリズムを付 けて、軽快 に、
そして時に身体 を動か しながら発音する。ラップのように歌いなが ら覚えさ
せるのである。 リズム、ス トレス、イントネーションなどの発話の側面を強
化する方法 として、特定表現に焦点 を絞 り、 しかも何度 も繰 り返すので、洋
楽を歌 うより、表現の内在化が進み、定着 しやすい。ただし、有名なアーティ
ス トの楽曲を聞いて楽 しむ要素に欠ける。
2-6.柔軟な英語力評価法
現行の受験体制や検定試験の枠組みでは、 しっか りとした語彙 と文法知識
を持った英語力が高い評価 を受ける。高校、大学受験では書き言葉 に偏重 し
ており、実用英語検定などは、文法、語彙、読解、英文和訳、和文英訳、 リ
スニング、英語面接に至 るまであらゆる技能を試 される。学習者の認知スタ
イルや思考パターンの違いから、これ らの技能間には通常ばらっきがあるが、
その方がむしろ自然である6
中学、高校の英語にまった くっいて行 けなくなってしまった生徒にとって
は、卒業までの残る英語の授業は、ただ過ぎるのを待っているだけの非生産
的な時間であるばか りか、苦痛であ り精神衛生上好 ましくない。そんな彼 ら
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の中にも目を輝かせ洋楽 に耳を傾 け、カラオケで歌った り、歌詞を部分的に
口ずさむ者はいるはずである。英語 は、洋楽 とい う形態 を取 り、既 に若者の
サブカルチャーとして浸透している事実をなぜ教育者は無視し続けるのだろ
うか。洋楽を活用した英語授業を展開している人たちは、英語が不得意な学
生に対 して英語への関心 を高め、動機づけを与 えようとしている教育者 も多
いのである。(Moriguchi&Kimura,2002)
もちろん、コミュニケーション上、洋楽の聞き取 り能力や歌唱力などは本
人のニーズや選択しだいであ り、不要 と考える人が多いのは確かである。 し
か し、それは事実誤認である。洋楽 は英語使用の使用域 として しっか りと認
識され、中学、高校 の教科書には独立 した章を設 け、制度的に洋楽を用いて、
歌える状態にまで指導す ることをシラバスに明記すべ きである。そして、定
期試験等 においても音楽の実技試験のように、歌唱力は問わず とも、正しい
発音でしっか りと歌う技能が評価対象 に入れ られて もよいのではないだろう
か。 このように評価法を大胆 に柔軟化 し多様な基準を設けることで、従来の
評価法では、はじかれていた英語学習者 を救 う道 も開けるだろう。
2-7.生涯の知的資産 としての洋楽
筆者 は米国で英語 を教 えていた時期 を入れ12年以上洋楽 を取 り入れてい
るが、卒業後 もこの洋楽の部分を思い出に語る卒業隼は少な くない。 また,
日本語の授業では,カ ラオケを導入 し,日本の流行歌や「上を向いて歩 こう」
な どのスタンダー ドを使って リスニ ング と歌唱指導 を行った こともある。
TheBeatlesのYesterdayぐらいな らカラオケで歌 える日本語母語話者 も
多いか も知れないが、30曲の洋楽が歌 える人は少 ないはずである。カラオケ
に限 らず、スタンダー ドの曲を選ぶ ことにより、街角のBGMな どでいずれ
かの曲を耳にした時に、その授業の様子が鮮明に思い出されるかも知れない。
洋楽はインパク トとイフェク トの両方 を提供して くれるのである。
アカデ ミックな英語か ら空気の ごとく身近に存在する洋楽へ と視点がシフ
トした学習者は、英語に対する精神的距離が縮 まった と答える。そして、洋楽
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に限らず、 日本社会に溢れる英語の音 を耳にする度に、耳 をそばたて内容を
把握 しようとする習慣が身に付いたとすれば、それは洋楽 を授業に導入した
大 きな成果 として考えてもよいのではないだろうか。APPENDIXVは小樽
商科大学で平成14年後期の授業で行ったアンケー トの結果 をま とめたもの
であるが、洋楽を一部取 り入れた筆者の授業を半年受講 した結果、「普段洋楽
を聞 くときも、歌詞をできるだけ聞 き取 ろうと思 うようになった」「洋楽をた
だ聞き流すだけでな く歌詞を聞き取 ろうとするようになりました」「今 まで
は、無意識に聞いていた曲も言葉に注目するようになった」などのコメン ト
があるように、意識的に英語の音 を追う習慣が形成された者が少な くないこ
とがわかる。
3=洋楽の選 択か ら教 室内での実践 まで
3-1.洋楽の選定
担当のクラスには、学習 レベルの差や雰囲気や求めるニーズの違いな ど、
担当者のみが授業の経緯の中で知 りうる考慮すべき事情が多い。授業で使用
'
す る 洋 楽 の 選 曲 に つ い て は 、新 た な 事 情 を 考 慮 し て 、準 備 し て い た 曲 を や め 、
代 わ り に 学 生 の ア ン ケ ー トな どで 流 行 の 曲 を 選 ん で 準 備 す る こ と も あ り得 る
が 、教 師 自 身 の 嗜 好 も選 曲 の 重 要 な 決 定 要 因 と な る こ と を 忘 れ て は な ら な い 。
Graham(1992,p.44)は、 次 の よ う に 提 案 し て い る:
Thetypeofmusicthatyouselecttopresenttoyourclasswill
dependonthestudentsthemselvesandyourownmusicalback-
groundandexperience.Ingenera1,Ithinkit'sagoodideatostick
withmusicthatyouyourselfloveandfeelcomfortablewith.
しかし、 この基準だけでは教材 としてふさわしいものが選ばれ る保証はな
い。個人的嗜好 を優先 させるだけでは、特定のジャンルに偏 り、語彙、音声
的にも教材 として不適切な ものにな りかねない。以下に示した基準 を考慮の
上、選定すべきである。
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孕【すぎない雛 に発 淳さノzノ乞野き47クやすい磁
言 うまで もな く教材 として使用するのが目的なので、聞 き取 り能力の習得
を促進するものでなけれぼならない。 また、まった く聞き取れない曲は、学
習者の意欲 を削 ぐだけでな く、自信を喪失させてしまう。そのためには明瞭
な発音で歌われていることが望 ましい。
また、洋楽の歌詞 は、日常の会話の速度 よりずっと早 く発音 されるものか
ら、かなりゆっくり発音され るものまで、多種多様である。目的や学習者の
レベルに合わせて選曲するには、日頃から教師の方で多 くの洋楽 に接 し、新
曲を聞いた時にも、 自分の担当するどのクラスに適切であるかという意識 を
持つことが大切である。
磁 翼1な麦劾 曽 ま犯 でいない吻
洋楽の歌詞 は、常に文法的であるとは限らず、歌 としての美 しさが優先さ
れ ることが よくある。 また、歌詞の内容 も論理的で明確な内容のものか ら主
観的で印象的かつ抽象的な ものも多 く、いったい何 を伝 えようとしているか、
不明なものも少な くない。同様に、語彙や表現 についても日常ではあまり使
用 しない大げさな表現や俗語や卑語 も出て くるもの もあ り、曲の選定には細
心の注意を払わなければならない。
一般 に教育上不適切 と考 えられ る表現が出て くる曲は避 けた方が無難であ
る。音楽は記憶 に残 りやす く、不適切な表現 も流すだけでは済まされない こ
とがある。いつどこでふ と出て しまうか予測できないものである。幼児向け
の曲などはその点安心できるが、ロックなどで人 を中傷する表現が使われて
いた り、"Hedon't_"や"Heain't_"など学習者には使 ってほしくない
表現が頻出するものが少な くない。この点に関してGraham(1992,p.43)は、
次のように述べている:
Whilethesongsthemselvesmaybesuperb,thelyricscanbeso
ungrammaticalthattheywouldonlyaddtotheconfusionofthe
newlanguagelearner.Forexample,"Iain'tgonnaworkon
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Maggies'farmnomore."
こ こで指摘 したいの は、"thenewlanguagelearner"とい う記述で あ り、
英 語 の基本 を学 んでか ら入学 して くる大学 生 にっいて は、事情 をしっか りと
説 明す れば混乱 す るこ とはない もの と考 えられ るが、知的財産 として洋楽 を
持 ち歌 に して あげ るか らには、や は り適切 な内容 を適切 な語彙 や文法で書 い
た歌 詞 の曲 を選 びたい ものであ る。
教室)勾の廃寮7〆こ遊 虜クな憂 さの碑
大学の講義 のように90分もあれぼ別であるが、中学 ・高校のように50分
程度 の授業では、あまりにも長い曲は適切ではない。 そのような場合は部分
的 に使用 した り、何度かの授業に分けて分割 して行 う方法 も考えられる。筆
者の大学の授業では授業の初 めの15分以内に聞 き取 りか ら合唱まで終 らせ
ようとしている。
筆 渤 麗 業 で懇 〆こr魔涙7乙でいる離奨
以 上 の3点 の基準 を考 える と、ヘ ビメタや ラップ よ りもオールデ ィー ズや
ポ ップ スが ふ さわ しく、街角 のBGMで よ く耳 にす る、時代 は古 い もののス
タ ンダー ド曲 として今 もなお耳 にす る、TheBeatles、ElvisPresley、Carpen-
ters、ABBA、Simon&Garfunkelなどの曲が望 ま しい。以 下の表 は、筆者
が選定 し、毎 年の よ うに使 用 してい る洋楽 の リス トであ る。
表:筆 者が授業で使用する洋楽の リス ト
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Eyeofthetigerll
Dancingqueen12
YesterdayoncemQre13
Believe14
Bridgeovertroubledwater15
Myheartwillgoon16
Crazyforyou17
Foryoureyesonly18
Gowest19
NewYorkcityboy20
Takemehomecountryroad26
Y.M.C.A.
Inthenavy
Sukiyaki
Standbyme
Yesterday
Unchainedmelody
Candleinthewind
Prettywo皿an
Imagine
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Lovemetender
Can'thelpfallinginlove
Mr、Lonely
EICondoraPasa
Topoftheworld
LastChristmas
Tearsinheaven
Whataworlderfulworld
That'swhatfriendsarefor
Wearetheworld
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この リス トは、国立大学の通年の英語授業のシラバスに掲示 しているもの
で、毎時間1曲 ずつ使用 し、全部で30曲を用意 している。授業ですぐ使用で
きるように120分のオーディオテープに30曲全部収録 した ものを用意 して
いる。ク リスマスの頃に26の曲が使用するなど、配列には季節のことを考慮
に入れている。
このリス トの曲は、過去12年間の授業の積み重ねで、学生か らのフィー ド
バ ックを基に何度 も入れ換 えを行ってきた ものである。Murphy(1985)は、学
習者自身を理解 し、最新 ポップスについて情報を得 る方法 として、好 きなアー
ティス ト、曲名などの調査を行 うことを奨励 している。このリス トの中には、
筆者の授業の中で課題 として授業で扱っている曲以外に好 きな曲を選んで歌
詞 と録音テープを提出させ る課題を出した ことがあり、7、19、23、27、28
の5曲 は、その際に追加された ものである。
3-2.洋楽の聞き取 りシー トの作成
授業での配布物 は、受講生だけではな く、友人、他の教官、親の目にまで
触れる可能性があ り、十分適切で誤 りな どないように気をっけなけれぼなら
ない。 また、教師の個性や感性が反映 されるものであるので、学習者 を思い
遣 り、わか りやす く、ためになる情報 を盛 り込み、欠席 した学習者が後 日見
て もわかるものが理想である。以下の点に注意 してシー トをあらかじめ1年
分 ぐらい作成 し、毎回の授業での、フィー ドバックを基に直 してい くとよい。
STEP1:LISTENINGFORCOMPREHENSION(内容把i握)
歌詞 カー ドを見 ない よ うに指示 し、全神 経 を耳 に集 中させ、聞かせ る。 こ
の際 おお まか な内容 が理解 で きるよ うに、 あ らか じめ設 問を設 け、聞 き取 り
のポイ ン トを学習 者 に定 め させ る。 このプ ロセス を一度踏 んだ上で次 の音 声
認識 に移行す る とよい。
APPENDIXIにあ るBridgeOverTroubledWaterの例 を挙 げれば、内
容把i握の タスクは、以下 の ようなquestion&answer(質疑 応答)、trueor
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false(内容真偽)、sentencecompletion(文完成)な どが あ るが、時間 の関係 や
学 習者 の負担 な どか ら項 目はひ とつ に絞 った方が よいガ ろ う。歌 詞 の一部分
に言及 した もので はな く、おおか まな歌 詞全体 のテー マや さび(refrain)の部
分 に表 れやすい歌詞全体 の主 旨 を問 う ように作 る ことが理想 であ る。
question&answer(質疑 応 答)
Listentothesongandchoosethebestanswertothefollowingquestion.
Question:Whatwillthesingerdoifhisfriendisintrouble?
A)Hewillencouragehisfriendtohelphimself.
B)Hewilladvisehisfriendtocalmdown.
C)Hewilltrytocomforthisfriend.
trueorfalse(内容 真 偽)
Listentothesongandcheck"T"ifthefollowingstatementistrue
aboutthesong;choose``F"ifitisnot.
Statement:Thesinger'sfriendbecamesuccessfulafterahard
periodoftime.(T/F)
sentencecomp'etion(文完 成)
Listentothesongandchoosethebestphrasetocompletethefollowing
sentence.
Sentence:Thesingerisreadyto-一一・一一.
A)comforthimwhenhisfriendisintrouble
B)tellhimhowtoovercomehistrouble
C)persudehimtochangehiscourseoflife
STEP2=LISTENINGFORPERCEPTION(音声認識)
内容把握の後 には、音声変化が豊富な洋楽の特徴を活かし、音声認識のタ
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スクを行 う。一般的なタスクとしては、空欄穴埋め、語彙選択、相違箇所の
指摘、並べ替えなどがあるが、以下、空欄穴埋め、語彙選択 を作 り方を説明
する。
ンベノレに否わぜた欝 と翻
曲全体や一定の長 さをディクテーションする方法は有効であるが、何度 も
テープを再生 しなければならず、1、2回 しか再生できない授業時間の制限
からは、簡易化 した空欄穴埋めや語を選択する形式の方が適切である。全文
ディクテーションなどは課題 として出した り、 まとまった時間が取れた時に
行 う方が よいか も知れない。
また、空欄や選択の箇所の数 はレベルが上がるほど増やすとよい。低いレ
ベルでは、いまどの部分を歌っているかを把握することさせ困難 なこともあ
るのですべて選択にした方が よい。選択する語彙 もスペルが難解で書 く時間
がかかるものはさけ、日常生活での使用頻度の高いものを選ぶようにする。
さび》ク議分κ舗
さびの部分 は、繰 り返 し聞 く機会があるので、その分難 しい部分を選び、
選択 よりも空欄にして、聞き取った単語 またはフレーズを書 き入れるように
する。レベルに応 じて、単語のスベルの一部 を以下のようにあらかじめ書 き
入れた ものを提示す るのもよい。
例1)Therearepeopledyingandit'stimeto(2:l
theWolrd)
例2)Wecan'tgoon(4:ping)daybyday
)ahand(Weare
翻 凝7
さびの部分 に対 して、他の部分 は通常一度 しか聞 くことができないので、
それだけ答 え方が容易な方法にしなけれぼならない。語彙選択の形式にする
場合 は、なるべ く学習効果があるように、 ミニマルペア、同音異義語や音声
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的に紛 らわしい組み合わせを考 える。
例3)Wearetheonestomakea(2:better/幽)day(Wearethe
Wolrd)
例4)When(1:atear/tears/thetears)...(BridgeOverTroubledWater)
例5)Iwill(6:callon/counton/comfort)you.(BridgeOverTroubled
Water)
遊勿な騰
空欄や選択 を作る箇所の間隔は、学習者のレベルや曲を歌 う早 さによって
も異 なるが、最低5語 分 は間隔 を開け、1行 に2か所以上は作 らない方がよ
い。 シー トを作成する際に、実際 に自分自身で書 き取 りを行ってみた り、タ
スク中に学習者の表情や手元をよく観察することが大切である。
3-3.テープの再生 と解答
甦 搬
洋楽の中には、早口のため母語話者にも聞き取れない ものもある。学習者
のレベルの応 じて速度調整機能が付いたカセッ トプレーヤーで再生速度を調
整することも可能である。この点、CDやMDよ りも従来のオーディオテープ
の方が便利であるが、速度を落 として も洋楽独自の音声変化のために、何度
ゆっくり再生しても聞き取れない場合 もある。それが歌詞の一部であれば、
空欄 などをそこに作 らない ことで問題はないが、歌詞全体がそうである場合
は、1度聞かせた後で、教師がゆっ くりと音読 してあげることも考えられる。
瀦 ξ鱗
Kane1(1995、1997、1999)は、全体 を少な くとも2度再生する必要があると
主張しているが、現実には洋楽専用のクラスではない限 り、1度 しか再生で
きない場合があるので、1度 聞いただけでタスクが完成できるように、空欄
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や語彙選択 も無理がない ものを作成しなければならない。また、全体を再生
せずに、特定の難解部分を2、3度 聞かせることが必要なのかも知れない。
艇
基本的には一度再生 させたら、曲の終 りまでそのまま聞かせるのだが、書
き取 りの時間を与えた り、学習者の様子から、 どの部分が歌われているのか
がわか らな く混乱 していることがわかれぼ、即座に停止し、巻 き戻してや り
再生し直 さねばならない場合 も考えられる。よく学生の顔の表情や手元 を観
察 しなければならない。
ボ グユーム認 整
ボリュームで一番気をつけな くてはならないことは、学習者への配慮 より
も現実には他の教室や廊下への音の漏れである。筆者は日米の大学 において、
何度も再生中に他の教員か ら授業中または授業後に激 しく抗議 された経験 を
持つ。それを避けるためには、ヘッ ドホンを使 うか、ない場合 はボリューム
を下げて耳 をそぼたてるよう聞 くように指示する。 また、上級者の場合 は、
故意的にボ リュームを下げるか、テープを再生させなが ら手 を叩いた り呼び
鈴 を鳴 らすなどの雑音を入れることで、目標音声 により集中する訓練 を取 り
入れることも考えられる。
鰹
時間の配分を考慮 し、 この部分はなるべ く簡潔 に時間をかけないようにし
たい。 しかし、テス トではな くタスクとして音声認識能力を高めようとして
いるので、解答 に至るプロセスをしっか りと説明したいところである。一般
的には、まず全体の解答を教師が口頭で上か ら下 まで全部言ってか ら必要に
応じて解説するようにしたい。時間の余裕があれぼ、再び再生して、空欄や
選択の部分が流れた時点で停止し解答する。必要な解説や聞き取 りの注意点
を教えるようにしたい。 また、教師が一方的に解答するよりも、何人かの生
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徒 ・学生 をあてた り、選択の場合は、挙手 させるな どして、ある程度の緊張
感を与 えておかない と、真剣 に聞き取 ろうとしない者が現れるので状況 に応
じて判断しなけれぼならない。
3-4.語彙、文法、音声解説
葡 つ初㌶
空欄や語句選択の解答後、歌詞の全部 または一部 を日本語 に訳す こともで
きる。ただし、 これには膨大な時間を要するため、洋楽専用の授業でない限
りは省略するか、あらか じめ和訳をハ ンドアウ トに載せてお くか、 またはタ
スク後に別紙で配布するとよい。一一部分 を指名 して和訳させた り、和訳 を逆
に英訳させ、歌詞 と比較 し添削するタスクも可能である。
重黒 表盟 や文 房
時 間の許 す限 り歌詞 の 中の表 現 が 日常 生活 で どの くらい使 用 され る もの
か、 また どうい う時 に使 え る表現で あ るか説明 す るよ うに したい。文法 的 な
知 識 を確認 した り特 定の文法事 項の復習 に活用 で きる例 も多 い。
例 えば、以 下 はCarpentersのYesterdayOnceMoreの一節 の語彙選 択で
あ る。
ItwassongsoflovethatIwouldsingto(8:them/then/there)
これは歌詞を実際に聞かな くて も"then"と分かるが、その理由をきちん
と説明できる学習者 は以外に少ないか も知れない。そのため選択 にしてもよ
い箇所 と言える。実際聞いて見 ると"them"と"then"は一音節の ミニマルペ
アであるために聞き分けは困難である。 このような場合は、文法的な知識を
活か して決定することが実際の英語使用場面ではよくあることである。また、
次の例はCelineDionのMyHearWillGoOnの一部である。
Faracrossthe(4:distance/distances)and(5:space/spaces)betweenus.
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それぞれdistanceとspacesが正解であるが、前の例の ように聞 く前から
選択するのは難 しい。両者 とも可算名詞にも不可算名詞 として も使われるこ
ともあるので文脈で決定されることになる。筆者 は実際に何人かの英語のネ
イティヴスピーカーになぜdistanceとspacesという単複の違 いが生 じるか
聞いたことがあるが答えに窮する人が多かった。
文法的な面にっいて も学校文法で非文法的 とされる文が含 まれる歌詞 は使
用しない方がいいと思われるが、教育的な配慮からむしろそれを指摘する作
業を教室内で行 う場合 も可能である。例 えぼ、Simon&GarfunkleのBridge
OverTroubledWater(明日にカ・ける橋)に次の一節がある。
Whenyoza'rez〃θα窃feeling'small.
Whentearsare勿 ツozareyes,∫wi〃d7fythemall.
1'mon夕ourside,oh,whentimesgetrozagh.
・4ndfriends勿s'can'tbefound
LikeaB万 ㎏60verTroubledWaterIz〃ill勿medown.
LikeαBridgeOverTroubledVVaterlwill勿medoz〃n.
この中で下線部の文は明 らかに非文であ り、本来 ならmeは再帰代名詞の
myselfにしなけれぼな らないところである。これは教師よりも学生に正 しい
形 に書 き改めるよう指示すべきである。 また同時 に、なぜ非文が使用 されて
いるのかを説明 しなけれぼならない。 これは作詞者の教養が原因であるので
はなく、あくまで も音楽性 に基づ く表現であり、単 に歌いやすさか らこうなっ
た と説明するのが妥当 と考えられる。 このさびの部分は"Iwilllaymyself
down."とすると演奏 に合わな くなり、早 口で歌わな くてはならなくなる。歌
詞に曲を付けたのか、その反対 なのかは定かではないが、 この部分に関して
は、曲の方はとてもよい連結 となっている部分であ り、音学性が文法性 より
優先された ものと考 えられる。「歌詞ではよくあることだ」ということを学生
に説明することは重要であり、歌詞をそのまま真似て使用 してはいけない場
合があることを教 える必要がある。
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話 契澹
洋楽を使用した リスニングの意義 は、語彙文法よりもその音声 にあると言
える。(Brown&Helgesen,1986)調音、ス トレス、イン トネーション、 リ
ダクション、コン トラクションなどの音声学的知識を学習者に実際に音を聞
かせなが ら例示することが可能である。特に、リダクションとコントラクショ
ンは、洋楽 には多 く発生 し、中でもカン トリーは豊富である。(Griffee,1986,
p.20)そのために、特定箇所を何度 も再生することも必要である。
歌手の個人的癖や曲の特質か らかな り変わった発音 を聞 くことがあり、歌
詞カー ドを見比べても納得できない場合 もある。例 えば、次の歌詞はWeAre
TheWorldの一節でSyndyLouperが歌 う"Let'srealizethatachangewill
onlycome."部分は、何度聞いても歌詞の通 りには聞こえないとほとんどの
学生 は言 う。
また、ある曲の一部が日本語のように聞 こえるものがある。 これを専門に
取扱ったテレビ番組がTBSの 金曜日に放映 される 「タモ リ倶楽部」の 「空耳
アワー」である。視聴者から番組に送 られた英語に限らず海外の音楽で 日本
語のように聞 こえる部分 をビデオク リップにして1分 程度の ドラマ仕立てに
して紹介 している。例 えぼ、以下の例 は筆者が授業で実際に使用 した もので
ある。筆者は収録 した番組の中から面白そうなものを授業で使 うことがある
が、学生の反応 はたいへんよい。番組 自体は教育的 とは言えないものの、 こ
のコーナーについては、音声の不思議 を体感 させ られ、重宝する。
オ リ ジ ナ ル
(1)She'sshakinglikedashboarddo11.
(2)1'mnotgoodforbetter.
(3)should'vebeen,could'vebeen,
would'vebeen
空 耳
人生ゲーム投げ出しもうた
何 を押す と出 る?
白べん、黒べん、和 田べん
番組ではただ 「不思議ですねえ」を連発す るだけで音声学的な説明は一切
ない。教師 としては使用するか らには、何 らかの音声学的説明を加 えたいと
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ころで ある。 ここで特記 して お きたい のは、 ビデオ ク リップの中でオ リジナ
ルがス ーパ ーで画面上 の提示 され るの だが、正確 で ない場合 が ある。例 えば、
上記 の(3)は放 送当時(平成10年)で は、"souldofbeing,couldofbeing,
wouldofbeing"と表示 され ていた。"sould"は"should"の間違 いで ある こ
とは明 白であ るが、ofにつ いては この よ うな文法 もあ るのか と聞 き流 して し
まった視聴者 も多か ったので はないだ ろ うか。 これ に は筆 者 も一 瞬当惑 し、
番組 に問 い合 わせて確認 したわ けで はないが、 これ は助動 詞 とbeingの間 に
はhaveはあ り得 ない し、ofに近 い音 として"-ve"とい う短縮形 で ある と考
え、beingはbeenの間違 いであ るに違 いな い と当時授業 で説 明 した。それが
平 成13年 の年 末 の 特別 番 組 で 同 コーナー の過 去 の傑 作 集 で(3)のビデ オ ク
リップが流 れた時 には、私 が指摘 した ように訂 正 されていた。
3-5.合唱
頭 で徐鰐
音声的説明はただ納得 させるだけでなく、実際に音声器官を使って体感さ
せることが大切である。そのために全員き起立 させ、教師自ら先陣を切って
テープに合わせて歌う。音量は聞 き取 りに使用した時 とほぼ同 じでよい。な
るべ く歌詞 カー ドに頼 らず顔 を上 げて歌 うように指示す る。そのために
OHCな どでシー トを提示 し、それを見ながら歌 うように指示する。また、筆
者は収録 された曲がある時 はDVDの カラオケソフ トを利用している。
灘 卿こ求め6泥 る姿勢 一
この際 に注意 しな けれ ばな らないの は、教 師 自身が恥 ずか しそ うに した り
た め らった様子 を絶対 に見 せて はな らな い ことで ある。Brown&Helgesen
(1986,p.10)は、教 師 自身 のため らい について、以下 の ように述 べて いる:
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Whentalkingtootherteachers,weoftenhear"ButI'mnotagood
singer!"Norleofthetechniquessuggestedrequiresingingandwe
have,attimes,usedthemwithouthavingthestudentssing.Oneof
uscangetbyatkaraoke,theotheristonedea£Butusuallywe
singandthestudentsdotoo.Aftera11,that'swhatsongsare
meantfor.
"N
oneofthetechniquessuggestedrequiresinging"の部分 は、彼 らが論
文 し紹介 している洋楽を使用 した活動に限定される判断であって、 ここで筆
者が論 じている洋楽 を活用 した活動では、合唱することを重視 している。教
師は、堂々と毅然 とした態度で楽しそうに学生の方を見なが ら大きな声で歌
い、で きれば歌いながら教室の中を1周 、2周 歩 けば、歌っていなかった学
生が歌い出すようになる。ただし、せかした り、無理じいすることは避 ける
ようにしたい。Griffee(1986)は、学習者 、まず歌い出す勇気 を持つのに時
間が要るので、あせ らせた り、非難 してはならないと主張 している。
教師 も一緒 に合唱しなければな らない。教師がためらえぼ、洋楽 に限 らず、
学習者は学習項目として意識 しな くなる。教師が授業中に英語 をまった く話
さない姿勢 は、同時に英語は話 さなくてもよいものであるというメッセージ
を送 っているの と同じである。
3-6.シー ト使用 しない聞 き取 りタスク
歌詞カー ドが入手できない、またはインターネット上か ら入手 したり、自
ら聞き取って トランスクリプ トを作成 しているが、間に合わない、不明箇所
が確認されていない、な どの諸事情で聞 き取 り用のシー トが準備できない時
には、以下のタスクが好都合である。 ここで紹介する4つ のタスクは、洋楽
に限 らず、ニュース、洋画、テレビドラマなどあらゆるメディアのテクス ト
にも応用できる。
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艦 諜 の鍛)ク クンみ(wordorPhrasecounting)
Dissosway(1986)が提唱した方法で、単数形・複数形の双方が現れる楽曲を
聞かせ、それぞれの形態が何度出てきたかを数えさせた り、特定の語彙項目、
例 えば10veが何度認識できたかを数えさせるものである。タスクを単純化
し、聞き取 りのポイントを絞ることで、闇のように不可解な歌詞の中に一点
の光明を見い出そうとするもので、歌詞の聞 き取 りに対する心理的抵抗を緩
和すると考 えられが、具体的な授業の進行形態については、触れられていな
いQ
舵 房奏 の溝7き放 クifoczasedlistening♪
これは特定の品詞、統語機能、ジャンルの語句 を書 き取 る方法で、これ ま
で筆者が何度 も改良を続 けてきたタスクである。 リスニングにおいては、学
習者の左脳にある聴覚中枢か らウェルニ ッケ領域 に伝えられた音声 は、意味
ある単位 に識別 し区分する"segmentation"(Richards,1987,p.162)が意識、
無意識のうちの行われる。区分されたそれぞれの単位には、語彙的、統語的
ラベル化のいずれかが、 または両方がほぼ同時 に行われる。個々の要素の語
彙的なラベ リング(lexicallabeling)だけでは、部分的にメッセージは理解で
きても全体 を理解する正確 さに欠ける。一方、個々の要素の統語的ラベル化
(structurallabeling)だけで構造が分か るだけでは意味は不明である。個々の
要素は、その語彙的な意味 と他の語 との統語関係がほぼ同時に理解 されるこ
とで記号解読作業が完了する。特定語彙の聞 き取 り作業は、そのプロセスを
促進する一助になると考えられ、以下3つ のレベルに分けられる。
第1は 、動詞、形容詞、副詞などの特定の品詞だけを聞 き取 らせる方法で
ある。品詞のラベル化は、文の中でのそれぞれの機能を特定 し正確にセンテ
ンスの意味を理解するために不可欠なプロセスである。
第2は 、特定の機能を持つ語彙項目を聞き取 らせる方法である。「主語」「動
詞」「目的語」「補語」などを聞 きなが らラベル化することで文構造 を理解 し、
正確なセンテンスの意味を理解できるようになる。
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第3は 、特定のジャンルの語彙項 目を聞き取 らせる方法である。数字や曜
日、動物 の名前な どのジャンルを指定して行 う方法である。ジャンル別の聞
き取 りは、現実の目標言語使用の際に必要な時がある。米国のグレイハウン 、
ドバスのバスディーポでは、乗 り場の変更などの放送がかかることがあるが、
そのような場合数字は聞 き漏 らせない情報である。同様に、 リーディングで
は、薬の注意書 きな どは量 を正確に素早 く知る必要がある。すなわち、ター
ゲ ットとすべ き情報(targetinformation)と周辺 の情報(peripheralinfor-
mation)の聞き分け訓練が このタスクでで きる。あらゆるジャンルの中で数
字が もっとも顕著(salient)であり、実用性 も高いが、他に人物名や職業、場
所 を表す語句、頭字語などもよい。
筆者の授業では、品詞 とジャンルの組み合わせ、数字、動詞、形容詞、そ
の他を座席 ごとに割 り当て、ペアワークで聞き取 らせ、共同作業させ る。通
常2回 聞かせているが、インターバル ごとに各グループ内で相談させた後、
グループの代表に板書させ、同一の特定語彙を指示 された他グループとの比
較 をさせ る。また、氏名 と共 にグループ全体でまとめて書いた紙 をタスク後
に提出させ るようにしている。実際は、洋楽について、 このタスクを実際に
使用することは少ないが、早朝 に収録 し、スクリプ トがなかった り、 よく見
ていないテレビやラジオのニュースを授業の導入部 に使用 している授業で
は、洋楽に引き続いて行 うと、学生はその音声的特徴が観察できてよい。 ま
た、シー トが準備できている曲についても、1度 目は内容把握、2度 目にこ
の特定語彙の聞き取 り、そして3度 目に空欄穴埋めや語彙選択のシー トを使
用したタスクを組み合わせることも可能である。他のタスクについても同様
なことが言 えるが、学生に真剣 にタスクに参加させ るためには、ペアワーク
やグループワークによって他者 との係わりを作 り上げた り、シー トを授業の
終わ りに回収 し後 日返却するなどして責任感 を持たせることが大切である。
舵 讃 にガ する身顔)応 σb翻PhysicalResPonse)
記憶の保持 と想起は、視覚だけでなく、聴覚、触覚など複数の感覚を動員
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することで、より強固なものとなると主張 とす るAsher(1977)によって開発
されたTPR(TotalPhysicalResponse)7は、歌詞の中に含 まれる日常会話
のフレーズや前記の特定語彙の聞き取 りタスクにも応用できる。実際 に聞い
て歌いながら覚えると、記憶 に深 く切 り刻まれ る。その後、曲を聞けば自然
とその表現が想起 されるようになる。
Paulston(1971)は、タスクには"mechanicalresponse"(機械的応答)、
"
meaningfulresponse"(意味ある応答)、"communicativeresponse"(意思疎
通の応答)の3つ のいずれか を求める性質があるとしている。機械的応答 と
は、音声認識は求め られるが内容理解を必要 としない聞 き分け(discrimina-
tiontask)のことである。意味ある応答 とは、内容理解 と音声認識の両方が求
められ る指示に従って何 らかの行動などである。意思疎通の応答 とは、これ
に創造的な要素が加わった もので、問題が提示 され、その解決策を提案する
ような場合が考えられる。 この範疇をあてはめると、音声認識 に対す る身体
反応は、機械的応答 と意味ある応答の中間に位置するものと考 えられる。
TPRを特定語彙の聞 き取 りに応用する具体的な手法 として、少数(3～5
人)の学生ごとにサークルを作 らせ、指令を受 ける学生をひ とり選ばせる。椅
子の移動が困難な形成の場合 は、座席の最前列の前 に、指令 を受ける学生を
立たせ、その列の学生 と対面 させる。指令を与える学生をいったん教卓の方
へ集め、それぞれ違 う特定語彙 を与え、聞き取れたら片方の手 を他の学生 に
はっきり見えるようにあげるように指示する。他の学生は、その指令 を受 け
た学生が手をあげる直前に何が聞 こえたのか、その特定語彙 は何かを当てさ
せるタスクである。他の学生 は、その語彙が分かった時点で同様 に手 をあげ
させる。2、3分 と経過 してい くうちに、かなりの数の学生が手をあげるよ
うになり、一定の緊張感が生 まれ、集中力が増す。また、動詞は左手、形容
詞の時は右手、数字の時は両手 を挙げるな ど複雑 にすることも可能である。
授業はかな り盛 り上が りぜひ実施 していただきたいタスクである。
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塗文書 き放 ク(dictation?
英文を書 き取る作業 は伝統的な手法であるが、洋楽に限らず、洋画やニュー
スな どにも有効であ り、その有益性は以下の記述からも明 らかである。
書 き取 りは英語の学習活動のうち単に書 くことの領域だけの技術だけ
で はな く、 そのほか聞 く ・話す ・読むの全領域 にわた る技能の総括的
な学習活動 とみなされているので、英語の授業 においては不可欠 なも
のであり、その実施方法 ・内容 ・程度な どについては指導手順上かな
りの考慮が払われてよい と考 えられる。(小川他、1982,p.149)
全領 域 にわた る技能 的 な学習 活動 の内容 に関 して は、Gower&Walters
(1983,pp.107-108)が以下 の5技 能が デ ィクテーシ ョンには必 要で ある と述
べてい る:
一identifysoundswhenruntogetherinconnectedspeech
--understandwhattheyrepresentintermsofwords
--understandandtoacertainextentinterpretwhatthewordsmean
whengroupedtogether
--transferwhattheyhearintothewrittenmode
--writequicklywithfewspellingmistakes
また、彼 らは"Therearealsousuallyseverelimitationsonthetime
thatcanbeentakentodothesethings!(pp.107-108)"とし、時間 を十分与
えるこ との重要性 を訴 えてい る。
LL教 室 な どで各席 に卓上 の録音 機能 が付 いて い る場合 、マ スターか らダ
ビング して、学習者 が それ ぞれのペ ースで一定時 間内 に、 ヘ ッ ドフォ ンを使
用 して何度 も再生 を繰 り返 して曲全体、 また は一部 をディクテー シ ョンす る
こ とが で き る。上級 者 の場 合 は1時 間 ぐらい時 間 を与 えて、全文 をデ ィク
テー シ ョンさせ るこ ともで きる。時間 的 に授業 内で は行 うことがで きな けれ
ば、課題 として出 して もよい。根気 を要す る作業 で あるが 、各 自操作 させ る
こ とで画一的 な一斉 授業 の弊 害 としてあ げ られる学習者 の個人 差へ の無配 慮
が克服 で き、苦手 な音 な どを個別 に特定 す る ことが可能 とな る。洋楽 に限 ら
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ず、 ニ ュー スな どを使 う時 に も導入 して は どうだ ろ うか。
3-7.他技 能への応用
reading
洋楽 の歌詞 は、 リーデ ィング用 の英 文(散文)と して活用 す る ことが可能で
ある。Dissosway(1986)は、 リー デ ィング活動 の定 番で あ る内容理 解 問題 の
た めに、音楽 をか ける前 に歌詞 を配付 し、"anenjoyableextra"(p.22)とし
て、 か けた後 に解 答す る方法 を提唱 して いる。 また、 同氏 はテクス トの構成
(organization)を理 解す るため に、"stripsongs"(p.20)を勧 めてい る。ただ
し、初 級者 には、洋楽 を聞かせ なが ら並べ替 え させ る よう説明 してい るが、
これで は単 な る音 声認識 タス クになって し まうので、並 べ替 えさせ た後 に解
答 を兼 ねて聞 かせ る方 が よい。
また、歌詞 を詩 の鑑賞 の ように扱 い、精読教材 として扱 うこ とも可能で あ
る。Gray(1992,p.17)は、洋楽 の歌詞 の理解 に必 要 な要素 として、"slang"
"b
ackgroundculturalinformation""basicEnglishpoetics"を挙 げ、3番
目について は、以 下 の ように述べ てい る:
TeachingJapanesestudentshowtoapproachEnglishlanguage
songlyricsaspoetryincreasestheiremploymentandunderstand-
ingofsongs,anditpreparesthemfor・dealingwithotherpoeticuse
ofEnglish.
writjng
Graham(1992)は、洋楽を使って特定の語彙や構文 を教えられるように、自
ら作詞 して音楽 を付けて歌わせる方法を提唱 している。 さらに一歩進んで、
学習者 自身に作詞させ、好 きな洋楽 を付けて歌わせることも可能である。歌
詞全体 は、たいへんな作業なので、一部分などに限定 し、何通 りも作 らせて
発表 させ、互いに評価 させてはどうだろうか。また、作詞 に至 らな くて、既
存の歌詞を好 きなように書き直 して音楽を付 けて歌わせた り、悲 しい曲を楽
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しい曲に、または反対に、悲しい曲を楽 しい曲に変 えるように指示を与 え、
学生同士で批評 し合うタスクも可能ではないだろうか。いずれの方法 も筆者
自身は、まだ実践 していない段階であるが、大 きな可能性 を感 じられずには
いられない。
sρeaking
歌詞 の内容や歌手 に関 して、何 らかの評 価基準 をあ らか じめ用意 してペ ア
ワー クやグル ープ ワー クを させ、 さ らにデ ィスカ ッシ ョンな どに発展 させ る
こ とは可 能で あ る。現在発行 され てい る数冊 の大学 の テキス トの 中に は、 プ
レ ・リスニ ング活動 また はポス ト ・リスニ ング活動 として、以下 の ような質
問 を載せ てい る ものが あ り、 ペア ワークで質疑応答 させ、 ス ピー キ ングの発
展 され る こ とが可能 で ある ことを示 してい る。
1)TEXT:ヱ2GreatHitSongs(Someya,Murray&Ferrasci,1999,p.12)
CelineDionが歌 うMyHeartwillGoonを扱 った章 のプ レ ・リスニ ン
グ活動 として:
1.DidyouseethemovieTitanic?Whatdidyouthinkofit?
2.Doyourememberwhowassingingthethemesong?
3.HowmuchdoyouknowaboutCelineDion?
2)TEXT:Alivelives'StzadyingEnglishwiththeHottestHits(Moriguchi
&Kimura,2002,p.25)
RickyMartinが歌 うLivinglaVidaLocaを 扱 っ た 章 の ポ ス ト ・ リス
ニ ン グ 活 動 と し て:
1.WhataretheadvantagesanddisadvantagesforJapanesepeople
whoaretalentedinsports,art,music,etc.toworkabroad?
2.Whatabilitiesandpersonalitytraitsdoyouthinkarenecessaryfor
beinginternationallyactiveandsuccessful?
3)TEXT:TheGreatestMovieSongs(Tsuda,2001,p.25)
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DianaKingが歌 うISayaLittlePrayerを扱 った章 を扱 った章 のポ ス
ト ・リスニ ング活動 として:
1.Whydoyouthinkthesingerpraysforherlover?
2.Whenwasthelasttimeyouprayed?Whatdidyouprayfor?
いずれの質問内容 も、歌詞の中に答 えが見出せるものというよりも、そこ
か ら発展させた創造的な質問であることがわかる。授業時間に余裕があれぼ、
洋楽は聞き取 りだけではな く、他技能 まで含んだ活動を行 うことが可能であ
り、英語 の総合力を高める本格的教授法 として発展する可能性が大いにある
と言 え る。
NOTES:
1.筆者が担 当する2002年度の小樽商科大学商学部の1年 生の英語上級者用のク
ラス(通年)で、2002年の11月に実施 したアンケー ト調査。アンケー トの内容 と
結果 は、APPENDIXIVとVを参照。
2.日本社会 の国際化 に伴 い、日本国籍者が 日本語の母語話者ではないケースを考
慮 し、同論文では、 日本語 の母語話者 に対 して 「日本人」は使わず、 より正確
に 「日本語母語話者」を一貫 して使用する。
3.TOEIC(TestofEnglishasanInternationalLanguage):米国のETS(Eng-
1ishTestingService)カ〉"作成する世界共通の英語力試験で、 日本では財団法人
国際ビジネスコミュニケーション協会TOEIC運営委員会が実施 している。同
協 会 で は、TOEICの得 点 と英語 能 力 の レベ ル につ いてA(990-860)、B
(860-730)、C(730-470)、D(470-220)、E(220-0)の5段階のガイ ドラインを
設 けてお り、Aラ ンクについては、「ノン ・ネイティヴ として十分なコ ミュニ
ケーションがで きる」レベル としている。
4.ウ ェルニ ッケ領域(Wernicke'sarea):左脳 のやや後方 に位置 し、発話理解
(decoding)に重要な役割 を果たす領域。
5.ブ ローカー領域(Broca'sarea):左脳 のやや前方 に位置し、発話(encoding)に
かかわ る領域。
6.運 動制御領域(motorcontrolarea):左脳 のやや上方 に位置 し、発話器官
(articulatoryorgans)を制御す る領域。
7.TPR(TotalPhysicalResponse):Asherが開発 した学習項目が、学習者の身
体的な反応 を求める命令や指示の形で、目標言語(targetlanguage)で提示され
る全身反応教授法。
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APPENDIXI
BridgeOverTroubledWater
bySimonandGarfunke1
STEP1:LISTENINGFORCOMPREHENSION
Listentothesongandchoosethebestanswertothefollowingquestion.
Question:Whatwillthesingerdoifhisfriendisintrouble?
A:Hewillencouragehisfriendtohelphimself.
B;Hewilladvisehisfriendtocalmdown.
C:Hewillcomforthisfriend.
STEP2:LISTENINGFORPERCEPTION
Fi皿intheblanksorchoosethewordyouhearasyoulistentothesongagain.
Whenyou'reweary,feelingsmall.
When(1:atear/tears/thetears)areinyoureyes,
Iwill(2:try/dry/cry)thema11
1'monyourside,oh,whentimesget(3:right/rye/rough)
Andfriendsjustcar1'tbefound
LikeaBridgeOverTroubledWater
Iwill(4:)medown.
LikeaBridgeOverTroubledWater
Iwill(5:)medown.
Whenyou'redownandout.
Whenyou'reonthestreet.
Wheneveningfallssohard.
Iwi11(6:callon/ounton/com茸ort)』you.
Iwilltakeyourpart.
Oh,whendarknesscomes
And(7;pen/pain/pair)isallaround.
LikeaBridgeOverTroubledWater
Iwill(8:)medown.
LikeaBridgeOverTroubledWater
Iwi11(9:)medown.
Sailon(10:silver/silly/super)girl,Sailonby.
Yourtimehascometo(11:shy/shine/shout).
Allyourdreamsareontheirway,
Seehowthey(12=shy/shine/shout),
Oh,ifyouneedafriend
I'msailingright(13:behind/beside/beyond).
LikeaBridgeOverTroubledWater
Iwil1(14:ease/easy/easily)yourmind
LikeaBridgeOverTroubledWater
Iwill(15:ease/easy/easily)yourmind.
STEP3:Let'sSing!
Nowstandupandsingthissongtogether.
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APPENDIXII
1]VEARETHEWORLD
Word&MusicbyM.Jackson&L.Richie
(forjuniorhighschoolstudents)
、
STEP1:内容理解
一度聞 いてどうい う内容 の歌詞 なのか確認 しよう。
STEP2:音声認識
もう一度 曲を聞 いて、空欄か ら聞 き取 った単語 を選ぶか、空欄 に書 き入れ よう。
Therecomesatimewhenweheedacertaincall
Whentheworldmustcometogetherasone
Therearepeopledyingandit'stimetolendahand
Tolifegreatestgiftofall
Wecan'tgoonpretendingdaybyday
Thatsomeonesomewherewillsoonmakeachange
WeareallapartofGod's(1:gray/great)bigfamily
Andthetruthyouknowlove'sallweneed
WearetheworldWearethechildren
Wearetheonestomakea(2:better/brighter)daysolet's(3:)giving
There'sachoicewe'remaking
We'resavingour(4:all/ow皿)1ivesし 　
It'struewemake(5:better/brighter)daysjustyouandme
Sendmeyourheartsothey'llknowthatsomeonecares
Andtheirliveswillbestrongerandfree
AsGod'sshownusbyturningstonesto(6=red/bread)
Soweallmustlendahelpinghand
WearetheworldWearethechildren、
Wearetheonestomakea(7:better/brighter)daysoIet's(8:)giving
There'sachoicewe'remaking
We'resavingour(9:al1/o'wn)1ives
It'strueweInake(10:better/brighter)daysjustyouandme
Whenyou'redownandout,thereseemsnohopeatall
Butifyoujust(11:believe/1ive)there'snowaywecanfal1
Let'srealizehatachangewillonlycomewhenwestandtogetherasone
WearetheworldWearethechildren
Wearetheonestomakea(12:better/brighter)daysolet's(13=)giving
There'sachoicewe'remaking
We'resavingour(14:al1/own)Iives
It'struewemake(15:better/brighter)daysjustyouandme
(REPEATgtimes)
STEP3:合唱,
テープ を聞 きなが らみんなで元気 に歌 おう!
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APPENDIXllt
WEARETHE17VORLD
Word&MusicbyM.Jackson&L.Richie
fforseniorhighschoolstbldents)
STEP1:HSTENINGFORCOMPREHENSION
・Listentothesongandchoosethebestanswertothefollowingquestion.
Question:Whatarethesingerscallingfor?
A:TheyarecallingfQrlendingahelpinghand.
B:Theyarecallingforsavingourownlives.
C:Theyarecallingforbeingstronerarldfree.
STEP2:LISTENINGFORPERCEPTION
Fillinthebla皿ksorchoosethewordyouhearasyoulistentothesongagain.
Therecomesatimewhenwe(1:heel/hegd/hear)acertainca11
Whentheworldmustcometogetherasone
Therearepeopledyingandit'stimeto(2:)ahand
(3:tonight/tolie/tolife)greatestgiftofall
Wecan'tgoon(4:一daybyday
Thatsomeonesomewherewillsoon(5: )achange
Wearea11(6:apartof/apowerof/parlor)God'sgreatbigfamily
AndthetruthyouknowIove'sallweneed
WearetheworldWearethechildren
Wearetheonestomakea(7:better/brighter)day
soIet,s(8:)giving
There'sachoicewe'remaking
We'resavingourownlives
It's(9:)wemake(10:better/brighter)daysjustyouandme
Sendmeyourheartsothey'11knowthatsomeone(11:)
Andtheirliveswillbestrongerandfree
AsGod'sshownusbyturningstonesto(12:red/bread/blend)
Soweallmustlenda(13:happy/heavy/helping)hand
WearetheworldWearethechildren
Wearetheonestomakea(14:better/brighter)daysolet'sstartgiving
There'sachoicewe'remaking
We'resavingourownlives
It's(15:一wemake(16:better/brighter)daysjustyouandme
Whenyou'redown(17:now/aro蔽ndout),thereseemsnohopeatall
Butifyoujust(18:
Let's(19:
)there,snowaywecanfa11
)thatachangewillonlycomewhenwestandtogetherasone
WearetheworldWearethechildren
Wearetheones・tomakea(20:better/brighter)daysolet'sstartgivihg
There'sachoicewe'remaking
We'resavingourownlives
It's(21:)wemake(22:better/brighter)daysjustyouandme
(REPEATgtimes)
STEP3:Let'sSing!
Nowstandupandsingthissongtogether。
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APPENDIXIV
洋楽を活用 したリスニング活動に対する感想
平成14年11月1日金曜日1講義目E109A
所属学科:経済/商 学/企業法/社会情報/商業教員
学 年:1/2/3/4(入 学:現役/浪人)
性 別:男/女/中 間 年令 満 才 母語 語
英語資格:実用英語検定
[]は い →
級 トー フル 点 トー イ ッ ク 点 その他
01)洋楽を聞くときに歌詞に注意を払っていますか。
[]い いえ
02)洋楽を使用した英語の授業をこの授業以前に受けた経験がありますか。
[]は い →
[]い いえ
03)洋楽を使用したこの授業の受講以来、英語学習対する考え方や気持ちに変化が起き
ましたか。
[]は い →
[]い いえ
04)カラオケやその他の場面(鼻歌含む)において、この授業で扱った曲を歌う機会があ
りましたか。
[]は い →
[]い いえ
05)これまで使用してきた洋楽の選曲について何か言いたいことがありますか。
[]は い →
[]い いえ
06)空欄穴埋め、語彙選択、解説、合唱という一連の進行方法について何か言いたいこと
がありますか。
[]は い →
[]い いえ
07)洋楽を使用した授業は英語学習や習得に役立つと思いますか(感 じますか)。
[]は い →
[]い い え
洋楽を活用したリスニング活動 117
APPENDIXV
洋楽を活用したリスニング活動に対する感想アンケー トの集計結果
(原文そのまま)
対象=日本語母語話者44名、中国語母語話者4名、ベ トナム語母語話者1名
01)洋楽を聞 くときに歌詞に注意を払ってますか(はいの場合授業前 と今を比較 して書い
てください)。
[]は い40名[]い いえ9名
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
自分でも歌いたくなると歌詞に集中する。
なんとなくでも意味を自分でわかろうとするためと英語の発音が気になるから。
聞き取れないのもあるけど、最初聞 くときには歌詞を見ないで聞く。
2回目は歌詞を見て聞きとれなかったのをチェックしたりする。
自分でも口ずさみたいので。
歌詞カードを読みます。
この授業を受けるようになってから、洋楽を聴 く時は歌詞の意味や言い回しに気
を使うようになった。
発音が一番気になります。
頭の中で訳 してみるとメロディーだけ知っている有名な曲も歌詞の意味がわかる
と違う感 じ。
何 とかわかろうとはしてみる。歌詞カー ドがあったら読んでみる。
歌詞を聞いてどんなことを言っている曲なのかを聞き取るようにしています。
ちゃんと歌詞の意味を理解しようとしています。
以前は聞き流してしまっていたが、授業を受けてから注意して聞くようになった。
歌の意味わかりたい。
歌詞の意味 と発音に関心がある。
なるべく意味を理解したい。
歌詞の意味がわからなければ聞いてて楽しめない。
明らかなラブバラードのときだけ歌詞を気にしている。
カラオケで歌うために、歌詞カードを見ながらいつも練習しています。
英語っぼくなるように。
何度も聞いているうちに歌詞に注意を払うようになってくる。
あまりに意味不明な語があるときは歌詞カードと照らし合わせます。
強 く発音されている語を聞き取れるようにしている。
なるべく聞き取ろうと努力しています。歌詞を目で追いながら聴いた りします。
曲調も大切ですが、なにより歌詞がその歌の良し悪しを決めると思います。
自分で歌えるようになりたいから。
歌詞カードで日本語訳を見ながら聞いたり、日本語訳を覚えて考えながら聞いて
います。
どうしても聞き取れない部分とかありますが。
時々。
ゆっくりな曲のとき。
歌詞の内容を見ても意味のないものばかり聞いている。
語と語の間をどのように続けて発音しているか。
なるべく気をつけて聞いています。
気に入った歌だけ歌詞 も意識して聞 く。
歌詞カー ドを見ながら聞きます。
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→ 知っているフレーズが歌われていないか気をつけている。
→ この授業を受けてから歌詞に注意するようになった。
02)洋楽を使用した英語の授業をこの授業以前に受けた経験がありますか。
[]は い18名[]い いえ31名
→
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
高校のwritingの授業の先生が、その日学習する文法項目を含んだ洋楽の曲を授
業中にかけていた。
中学校3年 生の時、先生がギターを弾きながら洋楽を全員で歌いました。
中学の英語の授業で
中学の頃に、リスニングの教材 として"TakemeHomeCountryRoad"をつ
かったことがあった。
高校の授業で留学から帰ってきた先生が使用していた。
高校の時、ネイティブスピーカー(英国美人)の授業で。
中学の時ごくまれに
中学校時代に、洋楽の穴埋めと洋画のリスニングをした。
高校のwritingで、ビートルズをよく聴いた。
でも、とても少ない。その時そんな授業があったらとてもたのしかった
中学の時に、洋楽を使うのが好きな先生がいて、マライア・キャリーや 「ラスト・
クリスマス」を聴いて歌いました。
高校でたまに洋楽を使用しました。
中学の時何度かあった。
中学 ・高校の授業でも英語の曲を聞き、プリントの穴埋めをやった。
高校の時の英語の先生が毎週 していました。
中学と高校の時に何度か。
中2、3の 時の英語の先生が 「リズムやねん」と言っていました。
03)洋楽を使用したこの授業の受講以来、英語学習対する考え方や気持ちに変化が起きま
したか。
[]は い35名[]い いえ14名
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
普段洋楽を聞くときも、歌詞をできるだけ聞きとろうと思うようになった。
気軽に英語 との接触ができ、曲も良い曲があって英語に興味が。
洋楽だと、楽しみながら英語に触れられる。
洋楽をただ聴き流すだけでなく歌詞を聞きとろうとするようになりました。
あまり勉強 という気がしな くなった。
大学に入ってから、この授業と部活の影響で最近は洋楽を毎日聴いています。
リスニングの曲が楽しみになった。
もっとちゃんとした英語らしい発音を身に付けたいと思うようになりました。
自分でも洋楽を取り入れるようになりました。
リスニングの重要性に改めて気付いた。
英語が身近なものに感じられるので大変良いと思います。
英語に積極的に触れるようになりました。
英語が身近に感じられるようになった。
特に授業が契機になっていない。
英語の学習が以前よりすごく楽しくなった。
ふだん、家にいるときも洋楽を聞くようになり、聞き取れるようになってきた。
英語の歌をよく聴 くようになった。
英語は喋る言葉なのだと思うようになった。
洋楽を活用したリスニング活動 ヱヱ9
→ 日常会話に使う語を学ぶ意欲が増した。
→ 英語の授業が楽しくなった。
→ 面白くて興味が引き出される。
→ 洋楽が前より好きになった。
→ 聞き取りづらい単語も注意して聞くのでいい。
→ 面倒だなあという気持ちが減った。むしろ楽しんでいる。
→ だんだん英語の興味を持っようになりました。
→IfoundmyweakpointsinEnglish.
→ 今までは、無意識に聞いていた曲も言葉に注目するようになった。
→ 洋楽の歌詞の意味を知ることができて、洋楽に興味を持てるようになった。
→ もともと洋楽が好きなので80年代の音楽が聞けたりして楽しかったです。
→ 楽しく学ぶことができると感じた。
→ 英語の授業が楽しくなった。
→ 変わ りました。
→ 英語の勉強は、文法とかばかりでかた くるしいように思っていたが、少し楽 しく
感じるようになった。
→ 文法とかだけやるだけでは、英語は身につかないと思った。
→ 聞き取りが少し楽しくなった。
04)カラオケやその他の場面(鼻歌含む)においてこの授業で扱った曲を歌 う機会がありま
したか。
[]は い20名[]い いえ29名
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↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
カ ラオ ケ で歌 った 。
"T
akeMeHomeCountryRoad"は日本語 訳 と共 に好 きです 。
カ ラ オ ケ に 行 っ て、1人1曲 洋 楽 の 曲 を歌 う こ とに な り、"YesterdayOnce
More"を歌 った 。
部 屋 で何 とな く口 ず さ み ま した。
元 々 洋楽 を聞 く方 な の で。
借 りたCDに よ く授 業 で や っ た曲 が入 って い るので 、私 の場 合 は鼻歌 が 多 い で す。
バ イ ト先 で"YesterdayOnceMore"を歌 った 。
鼻 歌 。
鼻 歌 で 時 々歌 い ます。"I
ntheNavy"を歌 い ま した 。
自分 で編 集 し よ うか と思 った 。
友 達 とカ ラ オ ケ に行 っ た ら英 語 の歌 を必 ず1曲 は歌 う よう に な り ました 。
カ ラオ ケ で"TakeMeHomeCountryRoad"を歌 っ て気 持 ち よか った 。
以 前 よ り聞 くよ うに な った 。
部 屋 で音 楽 をか けて歌 った 。
こ の授業 で初 めて 聞 い て好 きに な った グ ル ー プ もあ り ます。
鼻 歌 、 ス タ ン ド ・バ イ ・ミー な ど。
カ ーペ ンタ ー ズの 曲 が好 き なの で た ま に歌 う。
"T
earsinHeaven""MyHearWillGoOn"とか 。
カ ラオ ケ で た ま に歌 う。
鼻 歌 で ペ ッ トシ ョ ップ ボー イ ズ を歌 い ま くっ て い る。
"TakeMeHomeCountryRoad""MyHeartWillGoOn"など
。"T
akeMeHomeCountryRoad"はとて も好 き にな り ました 。
家 で一 人 で 口ず さん だ り した 。
カ ラオ ケ に行 った 時 、必 ず 歌 っ て い ます 。
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今 は カ ラオ ケ で す ごい 扱 っ た 曲 を歌 い た い。
な ん とな く頭 に浮 か んで歌 っ てい ま した。
歌 を 聞 いた 日は、 その 日1日 中頭 か ら離 れ な くな ります 。
友 人 と"MyHearWillGoOn"を歌 っ た。
05)これまで使用してきた洋楽の選曲について何か言いたいことがありますか。
[]は い23名[]い いえ26名
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↓
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↓
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買い物しているときに流れているものが多 く感 じました。うれしく感じました。
バラード調が多いので好 ましい。あとどこかで聞いた曲なのが嬉しい。
有名な曲ばかりだったので楽しく学習できました。
難しそうだけどロック系もやってほしいです。
歌いやすいのが多 くて良かったです。
とても良い曲ばかりで嬉 しいです。
とてもよい曲ばかりだと思います。
少 し洋楽に興味をもった。
どれも一度聞いたことがある歌なので、わかりやすい。
素晴 らしいと思います。
常に最新の今流行の曲を取 り入れてほしい。そうすれば生徒 もよりいっそう授業
に惹き付けられる。
自分では聞かない曲目なのでよいと思う。
昔の曲が多いので、今流行っている曲についてもやって欲 しい。
とても素晴らしい。
いろんな曲が聞けて楽しい。
Theywereinteresting.
すごい良い選曲だと思う。欲を言えば現代の洋楽も取り入れてほしいと思う。
聞くのは90年代、2000年からの洋楽がほとんどですが、昔の方は声は聞き取りや
すいと思います。
メジャーな曲が多 くていいと思う。
14KratSoulやBoysIIMenの曲も入れてほしい。
とても良い。
そのまま続けてください。
うたいずらいです。
06)空欄穴埋め、語彙選択、解説、合唱という一連の進行方法について何か言いたいこと
がありますか。
[]は い17名[]い いえ32名
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
楽 しかったです。合唱で発音できるのが良いです。
聞き取 り能力が良 くなる。
解答が早 くて見逃すことがある。
1つの授業で2曲入れて欲しい。
合唱よりも普通に読む方がいいと思う。
もっとうたいたい。
合唱について初めて聞く曲は歌いづらいと思った。
面白くて、いい教育法だと思います。
もう慣れたのでないと変な感じがします。
色々な英語を学べて良いと思う。
もっとた くさん歌いたいです。発表などあったらおもしろい。
洋楽を活用したリスニング活動 ヱ2ヱ
→ キ ー は人 に よ って 違 うので い つ もっ らい で す。
07)洋楽を使用した授業は英語学習や習得に役立つと思いますか(感じますか)。
[]は い40名[]い いえ9名
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楽しく学べて良いと思う。
誰でも楽 しみながら勉強できるので役に立つと思う。
しないよりずっといいと思いますが。
リスニング能力もっくし、歌うことは楽しい。
楽しく英語に触れることができるので良いと思います。
頭に残りやすいと思う。
少しは役立つと思います。
楽しく身につくと思います。
英語がさらに楽しくなりました。意欲が湧きます。
洋楽を聞いて学習すると、英語がすごく楽しく感じる。歌で覚えた英語の単語や
表現は心に残 り忘れない。
個人的にも聞いてみようと思います。
チャンクの勉強になるのでよい。
楽しいことをしなばら学ぶと効率がいと思います。
ネイティヴは実際に聞いて理解していわけだから、使われているフレーズは十分
に参考になると思う。
英語が楽 しくなるから。
とても重要だと思う。
音楽での英語学習は文章での学習よりも頭に残るし、やっていて楽しいので習得
にも役立っと思う。
英語に対する興味がわく。
覚えられるから。
親しみやすくなる。
楽しんでできるから良いです。
授業を楽しむことができた。
歌詞の中でわからない単語を調べることで単語力がアップすると思う。
授業がおもしろくなった。
楽しんで英語を学べると思う。
日常で使 う英語も出てくるので役立つ。
自然と歌詞を覚えられて役立っている。
発音の勉強に役立つと思う。
Itimprovesmylistening.
歌を英語で覚えてしまえば会話の際や文法を思い出すときにおおいに役立つと思う。
歌詞から英語特有の表現を学ぶことができるので、役立つと思う。
カルチャー面を知ることはいいと思います。
楽しく興味がわいて良いと思う。
思います。歌だとフレーズも覚えやすい。
英語が好きになる。
勉強するときの入 り口が広 くなる。他のテキス トに表現が同じものが載っている
と、得した気になる。
リスニングや文法などに役立つと思う。とてもいいと思います。
すごくいいと思います。英語の歌詞の意味は何だろうか考えるようになりました。
普段習わなそうな言い回しを教えてもらえてよい。
